
丈夫で長持ち 
してほしい 

コネクタ研究に全力を注ぐ 

玉井　輝雄  TamaiTamai ,  Terutaka

三重大学大学院工学研究科・客員教授 

玉井　輝雄  Tamai ,  Terutaka

三重大学大学院工学研究科・客員教授 

飯田　和生  I ida ,  Kazuo

三重大学大学院工学研究科・教授 

飯田　和生  I ida ,  Kazuo

三重大学大学院工学研究科・教授 

齋藤　寧  Sai toh ,  Yasushi

三重大学大学院工学研究科・准教授 

齋藤　寧  Sai toh ,  Yasushi

三重大学大学院工学研究科・准教授 

特集 

社 会 連 携  社 会 連 携  

◎大学と企業が手を取り合って 
工学研究科に設置されている社会連携講座「車載ネ

ットワーク技術研究室」は�オートネットワーク技術研

究所との間で2005年5月に結んだ包括協定をもとに、

2006年4月に生まれた研究室です。三重大学はその

基本理念の中で「地域社会の発展」を1つの項目にあげ、

地域の自治体と協力協定を結んでいます。三重大学と

産業界では、�オートネットワーク技術研究所との間で

結ばれたのが最初で、その後たくさんの企業との間で

結ばれ、社会連携講座の他にもプロジェクト研究室な

どが三重大学に設置されています。

◎信頼性の高いコネクタを作る 
社会連携講座の研究テーマは「コネクタ」

に関わる研究です。（図1）コネクタは電

気接続になくてはならない部品ですが、

その研究は一見地味で、電気接続が上手

くいって当たり前と思われがちなため、大

学では行われなくなりつつあります。しか

しコネクタは電気電子部品の中で最も信

頼性が低い部品と見なされていて、実際

に故障の原因になっています。特に、車の

ように常に振動が加わる過酷な環境下に

おいては、コネクタ接点の金属同士が擦

れあって、微摺動摩耗と呼ばれる摩耗が

生じています。これが接点不良の原因の

一つになり、微摺動摩耗が電気接点に及

ぼす影響についての研究が大きなテーマ

となっています。（図2）

◎必要は飽くなき研究の源 
コネクタに関連する研究は、関係する

産業分野から、その重要性と必要性のた

めに、需要があります。このような研究テ

ーマは、産学連携の仕組みを利用して進

めることが今後の一つのやり方だと考え

ています。どんな場合にも電気の安定し

た流れを確保するために必要なコネクタ

の研究は、今後も必要不可欠でしょう。
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ワイヤーハ－ネスは 
車の神経であり血管 

ワイヤーハーネス 

●カーナビ 
●ETC 
●オーディオ機器 
●ブレーキランプ 
●ライト　●室内灯 
など 
電気接続を必要と 
するもの全て 

使用環境が 
厳しい 

コネクタの接点部分に 
摩耗粉ができる。 

鉄粉が酸化するときに 
発生する熱を利用 
している。 

▲微摺動摩耗で 
　スズめっきに生じた摩耗 

用途が多数 

耐熱性 

耐震性 

防水性 

信頼性の高いコネクタを作るための 
研究が必要となる。 

自動
車 

一台
に使
われ
る 

コネ
クタ
はな
んと
 

100
0以
上！ 

電気
が流
れな
い 

のは
、人
間に
例え
ると
 

血管
が詰
まっ
た状
態 

機械
が動
かな
いよ
！ 

電気 

コネクタ（自動車） 

えっ えっ 

金属
の 

酸化
にも
 

いろ
いろ
ある
 

んだ
ね 

【URL】 ht tp: / /www.vnt.elec.mie-u.ac. jp/【URL】 ht tp: / /www.vnt.elec.mie-u.ac. jp/

〈微摺動摩耗〉 
振動や熱の衝撃などで、
金属が削られて摩耗粉
ができ、それが酸化す
ると、接触不良の原因
となる。 

電気 
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